
令和 3年度予算見積調書(4月補正予算（第2号）)
課室名 高齢者福祉課

担当名 施設・事業者指導担当
単位：千円

内線 3244

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

Ｂ１
介護施設等における新型コロナウイルス感染症対策事業費 一般会

計
民生費 社会福

祉費
老人福祉費 新型コロナウイルス感染症対策事業費

事 業
期 間

令和 3年度～ 根 拠
法 令

なし 宣言項目 SDGsｺﾞｰﾙ

分野施策 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

１　事業概要 ５　事業説明

　介護施設等において、新型コロナウイルスの感染拡大
を防止するため、高齢者入所施設従事者に対し、ＰＣＲ
検査を実施する。
（１）高齢者入所施設の従事者等に対する検査事業
　　　　　　　　　　　　　　　　1,386,000千円

（１）事業内容
　　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、高齢者入所施設の従事者に対するＰＣＲ検査を実施する。

（２）事業計画
　　令和3年5月、6月のＰＣＲ検査の実施回数を当初予定より各1回追加し、2週間おきに実施する。
　　○対象：施設職員（毎月７０，０００人　追加実施）

（３）事業効果
　　新型コロナウイルスがまん延している状況においても、高齢者入所施設従事者は高齢者の日常生活を支えるため、
　サービスの提供が求められている。迅速・円滑に検査を実施することにより、施設内感染対策の強化を図る。

２　事業主体及び負担区分

実施主体：県
負担区分：国10/10

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

補正要求額・審査額 国庫支出金 一般財源 補正後の予算額 当初予算額 現計予算額

決 1,386,000 1,386,000 0 3,514,500 2,128,500

うち一財 うち一財

要 1,386,000 1,386,000 0 3,514,500

現 2,128,500 2,128,500 0 0

- 福祉部・B1 -
【審査の考え方】

高齢者入所施設における新型コロナウイルス感染症対策のため

のPCR検査の頻回実施の必要性を認め、要求額を措置した。



0 0

- 福祉部・B2 -
現 267,300 267,300

0 441,540

うち一財 うち一財

要 174,240 174,240

267,3000 441,540決 174,240 174,240

一般財源 補正後の予算額 当初予算額 現計予算額補正要求額・審査額 国庫支出金

１　事業概要 ５　事業説明

　障害福祉サービス等は、障害児者やその家族等を支え
る上で必要不可欠であることから、感染症対策を徹底し
た上で、障害福祉サービス等を提供する体制を構築す
るための支援を実施する。
　障害者入所施設等におけるクラスター発生防止のため
、定期的にＰＣＲ検査を実施し、陽性者の早期発見に努
める。
（１）障害者入所施設職員等へのＰＣＲ検査
　　　174,240千円

（１）事業内容
　　　障害者入所施設等におけるクラスタ―発生防止のため、定期的なＰＣＲ検査回数を増やし、陽性者の早期発見の徹
　　底を図る。

（２）事業計画
　　　令和3年5月、6月のＰＣＲ検査の実施回数を当初予定より各1回追加し、2週間おきに実施する。
　　　○対象：施設職員（毎月８，８００人　追加実施）

（３）事業効果
　　　感染者の早期発見により、クラスターの発生を防止することで、障害福祉サービス等を継続的に提供する体制が構
　　築できる。

２　事業主体及び負担区分

実施主体：県
負担区分：国10/10

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×1.5人＝14,250千円

分野施策 030730 障害者の自立・生活支援 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

新型コロナウイルス感染症対策事業費

事 業
期 間

令和 3年度～ 根 拠
法 令

宣言項目 02 健康・医療・介護の安心確保 SDGsｺﾞｰﾙ

Ｂ２
障害福祉サービス等提供体制構築支援事業費 一般会

計
民生費 社会福

祉費
障害者福祉費

3302

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

令和 3年度予算見積調書(4月補正予算（第2号）)
課室名 障害者支援課

担当名 施設支援担当
単位：千円

内線

【審査の考え方】

障害者入所施設における新型コロナウイルス感染症対策のため

のPCR検査の頻回実施の必要性を認め、要求額を措置した。


